
白色LEDの駆動電圧は3.6 V程度なので，普通の乾

電池で駆動するには昇圧回路が必要です．そのような

ときに使えるのがTL499Aです．

TL499Aは，出力電圧が可変できるレギュレータ

ICです．昇圧時にはスイッチング・レギュレータ，

降圧時にはシリーズ・レギュレータとして動作し，そ

の動作モードは入力電圧で自動的に切り替わります．

入力電圧範囲は1.1～ 10 V（スイッチング動作時），

35 V最大（シリーズ動作時），出力電圧範囲は2.9～

30 V，最大出力電流は100 mAです．

白色LEDを使った懐中電灯の回路例を図2－1に示

します．電池は1～2本を直列にして使います．4番

ピンはピーク・スイッチング電流Ipeakの制御ピンで，

R1＝500Ωの場合に約200 mAです．出力電流を大き

くしたい場合はこの抵抗値を小さくし，Ipeakを増や

します．出力電圧は100 kΩの半固定抵抗器により調

整します．

〈渡辺 明禎〉

表示用LEDの選択基準としては，色（赤，黄，緑，

青，白など），大きさ（φ3，φ5など），モールド（着

色透明，着色拡散，無色透明，乳白拡散など），発光

半値角などがあります．

LEDの駆動回路例を図1－1（a）に示します．LEDの

駆動電流IFは次式で求めます．

IF＝ ………………………………（1－1）

図1－1（b）は順方向電圧－電流特性です．

同じIFだと，VFの値は赤が一番小さく，青は最も

大きい値です．これは，光の発光波長に応じたエネル

ギ値が，赤＜黄＜青の順で大きくなっているためです．

色の異なるLEDを並べて使用する場合，各LEDの

明るさが同じになるようにIFを決定します．厳密に

は，比視感度曲線による色に対する目の感度差の補正，

発光半値角なども考慮する必要があります．

〈渡辺 明禎〉
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� 基本的なLED駆動回路

〈図1－1〉基本的なLED駆動回路
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〈図2－1〉白色LEDを乾電池1～2本で駆動できる回路
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7セグメントLED表示器は，0～9の数字を表示す

るために使います．駆動方式によって，「スタティッ

ク駆動」と「ダイナミック駆動」があります．

前者は，一つのLED表示器に一つの駆動回路を接

続し，常に点灯する駆動方式です．動作原理は簡単で

すが，桁数に応じて回路が大規模になります．

後者は，n桁の表示器の各桁を時分割で1/n時間だ

け駆動しながら，表示する桁を順次切り替え，目の残

像を利用してn桁の数字を表示する方式です．動作原

理は前者より複雑ですが，桁数が増えても部品点数は

さほど増えません．

図3－1は，スタティック駆動方式の1桁分の回路

例です．表示桁数が少ない場合に適しています．BCD

（2進化10進数）で表現された0～9のデータを表示用

7セグメント・データに変換する標準ロジックICを

使いました．図3－1（a）に示す74LS47は出力端子が

“L”アクティブでオープン・コレクタなので，アノ

ード・コモンのLED表示器を駆動できます．コレク

タに流せる最大電流は24 mAです．

一方，図3－1（b）に示す74HC4511は“H”アクテ

ィブで，最大駆動電流が20 mAなので，カソード・

コモンのLED表示器を駆動できます． 〈渡辺 明禎〉
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〈図3－1〉（1）7セグメントLED表示器の駆動回路

（a）74LS47とアノード・コモンLED
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（b）74HC4511とカソード・コモンLED
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